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はじめに

黄丹色 赤みをおびた鮮やかなオレンジ色
クチナシとベニバナの交染によって得られ、皇太子のみが着用を許された禁色

染色方法

＜クチナシ染め＞

①染液の調製
クチナシ液50の量を

変えて希釈

②染色 室温で30分間

＜ベニバナ染め＞

①染液の調製
1%炭酸カリウム液で
ベニバナ赤色色素

吸着セルロースパウダー
から抽出

②染色染液（左） 20分間染色後pHを調整（右）

抽出、ろ過を3回繰り返す

目的 ベニバナ赤色色素とクチナシ色素の染色性を理解し、重ね染めを習熟する。
黄丹が禁色と制定された「大宝律令」の施行細則を定めた「延喜式」の染色方法に倣っ
た黄丹色の再現。

通説
クチナシで下染めし、ベニバナを染め重ねる

逆順の染色も実施



結果と考察

まとめ

高価で染色操作が複雑なベニバナにおいて、通説とされる染色法よりも逆順での染色
の方が、色収率が高い。

絹試料布への重染染色結果
クチナシ下染→ベニバナ重染
の分光反射スペクトル

ベニバナ下染→クチナシ重染
の分光反射スペクトル

ベニバナ赤色色素の染着量 通説の染色順では、逆順での約１／２

黄丹染色の再現および逆順での染色

いずれも黄丹様のつよい黄赤の
染色物を得ることができた。

先に染まった色素が、繊維中の染着可能な非晶領域において、次に染まる色素の染
着を立体的に阻害している。

染色布の色度図
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